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須
玖
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昭

和

三

年
ー
ー
昭
和

五

年

京
都
一
帝
園
大
事



序

r=t 

郷
田
に
本
報
告
第
十
冊
『
出
雲
上
代
玉
作
の
研
究
』
を
出
し
て
よ
り
、
年
を
閲
す
る
こ
さ
三
、
暫
く
中
絶
の
観
あ
り

し
は
、
其
間
余
輩
の
外
遊
さ
、
数
室
見
梅
原
末
治
君
の
海
外
留
皐
等
に
因
る
も
の
多
か
り
し
が
、
今
や
再
び
数
室

の
憾
容
を
整
へ
た
る
も
の
あ
り
、
漸
次
報
告
書
の
苅
行
を
機
績
し
、
以
て
東
亜
諸
邦
の
考
古
事
的
調
査
縄
り
盛

ん
じ
し
て
、
動
も
す
れ
ば
本
邦
に
於
げ
る
遺
跡
遺
物
の
研
究
、
等
閑
に
附
せ
ら
れ
ん
さ
す
る
の
欠
陥
を
補
は
ん
・

こ
さ
を
期
す
。

本
冊
は
昨
昭
和
四
年
秋
、
本
数
室
員
文
事
部
助
手
島
田
貞
彦
君
等
が
、
踊
岡
牒
筑
紫
郡
須
玖
に
於
げ
る
護
棺

遺

跡

の

沓

掘

調

査

の

結

果

を

録

す

る

も

の

な

り

。

此
の
調
査
じ
際
し
て
.
不
幸
余
輩
自
ら
寅
地
じ
臨
む
機
曾

を
失
せ
る
も
、
其
の
後
掘
の
遺
物
は
悉
く
之
を
見
る
こ
さ
を
得
た
る
の
み
な
ら
や
ヘ
島
田
君
の
論
稿
は
之
を
校

閲

L
て
、
或
は
余
の
意
を
以
て
補
へ
る
所
な
き
じ
非
令
。

叉

た

巻

末

附

す

る

所

の

英

文

の

梗

概

に

至

り

て

は

主
ら
島
田
君
の
原
稿
じ
基
き
て
、
余
輩
の
自
由
仁
震
る
所
な
る
を
記
し
て
、
蕊
に
責
任
の
所
在
を
明
か
に
せ
ん

さ
欲
す
。

な
ほ
鑑
鏡
破
片
の
復
原
じ
関
し
て
は
、
梅
原
末
治
君
の
助
を
得
た
る
も
の
あ
り
。

別

に

同

君

の

鑑

鏡

に

闘

す

る

研

究

の

論

文

一

篇

を

附

載

し

て

其

の

詳

細

を

壷

せ

り

。

本
冊
巻
末
に
青
柳
種
信
の
遺
著
『
筑
前
倒
恰
土
郡
三
雲
村
古
器
圃
説
』
一
篇
を
附
載
せ
る
は
、
本
冊
中
屡
々
之

を

引

用

し
.
一
々
之
を
註
出
す
る
の
煩
あ
る
の
み
な
・
ら
子
、
黒
川
異
道
翁
奮
戒
の
原
本
は
大
正
の
大
震
災
に
失

は

れ

而

か

も

其

の

全

文

未

だ

世

に

苅

行

せ

ら

れ

る

た

も

の

な

き

を

以

て

、

今

ま

曾

て

故

富

岡

桃

華

氏

戒

模

寓

せ
し
む
る
所
の
一
本
よ
り
抄
寓
せ
る
本
皐
藤
本
を
寓
鼻
、
複
製
し
て
、
準
者
の
便
仁
供
せ
ん
さ
欲
せ
る
な
り
。

序

言



1事

圭T

"" 

其
の
刷
版
裁
原
本
に
比
し
て
少
し
く
縮
少
せ
る
所
あ
れ
ど
、
な
は
以
て
其
の
原
容
を
窺
ふ
じ
足
ら
む
。

須

玖

の

費

掘

調

査

に

閲

し

て

中

山

平

衣

郎

博

士

を

は

じ

め

、幅
同
牒
官
民
諸
氏
の
援
助
を
受
け
、
叉
た
大
阪

毎

日

新

聞

枇

長

本

山

彦

一

氏

の

厚

意

を

恭

く

せ

る

こ

さ

は

、

島

田

君

の

文

中

之

を

詳

に

し

た

る

も

の

あ

れ

ば

A
1
ま

之

を

繰

返

さ

や
J

。

k

y
本
冊
所
掲
の
寓
異
に
闘
し
て
は
、
鈴
木
培
究
郎
君
の
手
を
煩
は
し
、
固
面
の
作
製

仁

就

い

て

は

、

中

川

貞

雄

君

を

煩

は

し

た

る

も

の

多

き

を

一

言

し

て

.

前

記

諸

氏

等

に

封

す

る

さ

共

に

戚

謝

の

意
を
表
す
。昭

和

五

年

三

月

京
都
品
叩
岡
大
撃
女
撃
部
考
古
感
激
室
に
於
い
て

演

田

耕

作



日

次

筑
前
須
玖
先
史
時
代
遺
跡
の
研
究

第

一

章

第

二

章
第

一

節

第

二

節

四

第

三

章
第

一

節

第

二

節

第

三

筋

第

四

節

島

貞

田

序

設

須

玖

岡

本

の

遺

跡

遺

跡

の

所

在

及

地

形

・

・

.

遺

跡

の

稜

掘

さ

遺

物

包

合

妖

態

-

A
地
賠
の
費
掘
・
-
-

B
地
貼
の
費
掘
・
・
-

C
地
黙
の
費
掘
・
・
・
-
-

D
地
馳
の
調
査
・
・

.•••••••••••• 

•• 

須

玖

岡

本

遺

跡

後

掘

の

遺

物

土石

思

世

'

'

-

H
7官

.

6

・

器
-

e

メ入
H 

口

蓋

棺

目

銅
夫

議事

其

他

の
遺

物

彦
一頁ヨ百L-to プ白-to ;h. = 一区司j也

三重

匹E



第

四

章
第

一

節

第

二

節

第

五

章
第

一

節

第

二

節

第

三

節
目

可尺
既
設
見
の
関
係
遺
物
ご
遺
跡

須
玖
岡
本
及
附
近
出
土
品
・
.

他

地

方

斐

棺

開

係

遺

跡

さ

遺

物

Z宣E

Cコ

•
•
.•..• 

，
・
・

•
•.•

. 

..， 
:tt. 

後

論

合
口
饗
棺
、
其
の
埋
葬
朕
態

合

口

寵

棺

の

型

式

さ

其

起

源

・

護

棺

の

年

代

さ

其

の

日

本

墓

制

史

上

じ

於

げ

る

位

置

・

.

須
玖
岡
本
政
投
見
の
古
鏡
に
就
い
て

附

青
柳
種
信
著

序

説

記

載

綜

括

さ

考

設

・

・

録

筑
前
倒
恰
土
郡
三
雲
村
古
器
岡
設

(
寓
異
凸
版
)

梅

原

ヲτ/、プ、ミ
ゴ

ペ2
Cコ

末

Y台-t> 
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容第第第第第第第第第第第第第第第

同

版

日

今ミ

首

須

玖

岡

本

B
地
貼
後
見
第
一
蹴
整
棺
内
政
官
見
銅
御
蔵
色
版
)

同同

四五

同

__L. ，、、

(1) 

同

上

七

同

八い

(1) 

同

九

(1) 

同

。
(1) 

同

(1 ) 

同

(1) 

同

四五

同

遺
跡
附
近
地
形
岡
(
陵
地
測
量
部
踊
岡
五
高
分
一
及
博
多
二
高
分
一
地
形
園
)

遺

跡

地

展

望

E
g
-
-.• 

同

遺
跡
地
闘
(
三
宅
宗
憐
、
有
光
教
一
雨
君
一
貫
測
、
小
野
三
正
君
製
樹
)

rnJ 

A

地
結
後
掘
光
景
(
島
田
)
・
..• 

nu

地
貼
後
見
第
一
競
第
二
競
聾
棺
(
向
上
)

mw
同

(
関
上
)

第
一
競
護
棺
内
接
見
銅
御
出
土
賦
態
(
島
田
寅
次
郎
君
)

B
地
貼
議
見
第
四
競
饗
棺
(
島
岡
)

B
地

貼

接

見

第

一

競

乃

至

第

五

競

護

棺

(2) 

同

第
五
競
饗
棺
向
上
〉

B
地

結

後

見

第

八

競

第

九

競

饗

棺

(2) 

同

第
十
競
寵
棺
向
上
)

D
地

貼

所

在

大

石

(2) 

同

B
地
結
費
掘
光
景
(
同
上
)
・
.• 

C
地

結

後

見

第

十

一

競

喪

棺

間

同

収

支

I

針

m
m
1

吉一
回l一一一也

三昆

-1;> 

= 
-1;> 

"，，-二f，-

一ニ
1

一台晶、=一五l=一六院軍事

一エl一回ヨ三

一一l一也、一九
1

ニニ

A

地

結

接

見

捕

生

式

土

器

B
地

貼

後

見

第

四

競

護

棺

下

饗

B
地
貼
所
在
立
石
〈
悶
上
)
・
-
-
-
-
-
-
一
七
i

一八、三

ニ
同
l
ニ
八

(ヨ)

同

同

A

地
結
成
官
見
禰
生
式
土
器
・
.• 

ニ四lニ八

-
袈
棺
口
縁
及
胴
部
突
朕
帯
細
部
向
上
)
・

.

.
 

B

C

地
貼
後
見
喪
棺
復
原
岡
(
島
田
)
・

;7，-

t 

= 

同岡

版

目

ーた

=九

↓一一三



第第第第第

二

O

第第

二

二

第

二

三

第

二

四

第

二

五

第

二

六

第

二

七

第

二

八

第

二

九

第

三

O

闘

紙

目

今見

..L 
ノ、

D
地
貼
接
見
銅
御
古
鏡
片
骨
製
管
玉
等
(
京
都
帝
園
大
奉
文
曲
宇
都
議
〉

D
地
勤
接
見
斐
鳳
鏡
〈
東
京
帝
室
博
物
館
事
例
同
上
内
行
花
文
星
雲
鏡
吾
妻
儀
七
君
裁
〉
八
五
、
一

O
T二。

A
E
l八
六

同

七

(1) 

同

八

同
上
重
圏
四
筑
葉
文
鏡
(
英
一
の
笹
原
形
)
(
梅
一
原
)

九

同

上

(
英
二
)
(
向
上
)

同
上
方
格
四
乳
葉
文
鏡
(
笹
原
形
)
向
上
v

・

仰
向
上
重
圏
精
白
鏡
〈
英
一
の
復
原
形
〉

間
向
上
重
園
清
白
鏡
〈
英
一
の
復
原
形
)
(
向
上
〉

向
上
内
行
花
文
清
白
鏡
(
英
一
の
後
一
原
形
〉
(
向
上
〉
・
.

向

上

(
英
一
一
、
英
三
の
復
原
形
〉
(
同
上
)
・
・

m
w
同
上
重
樹
精
白
鏡
(
英
二
の
筏
原
形
ν
片

併
向
上
重
困
清
白
鏡
(
其
三
の
笹
原
形
〉
破
片

間
同
上
重
圏
清
白
鏡
安
二
の
復
一
患
と
(
同
上
)

四

三三

"'" 
2三，、

八五
l
A
六

ん
六

l

A
屯

八屯
l
A
A

、一口屯
t
一C
A

八九
l

九O
、一(〕也|一
D
A

八九
l-h
口
、一口台
l

一(〕A

八七}八品川、一口七
l
一(〕
A

仰
同
上
重
圏
日
光
鏡
〈
復
原
形
)
m
w
仰
向
上
内
行
花
文
前
白
鏡
〈
同
)
向
山
門
向
上
日
光
鏡
〈

8
・

九
エ
ー
l
九
回

同
上
内
行
花
文
星
雲
鏡
〈
其
て
英
二
の
復
原
形
〉
(
同
上
)

向

上

(
英
三
、
茶
阿
の
復
原
形
)
(
同
上
)
・

同
上
古
鏡
片
(
ご
〈
復
原
形
及
破
片
〉

同
上
古
鏡
片
(
二
)
・
.•. 

(1 ) 

同

B
地
勤
接
見
方
格
規
矩
鏡
(
靭
鮮
総
督
府
簿
一
物
館
き

間
向
上
内
行
花
文
日
光
鏡
〈
同
〉九八

l
一(〕口、

一一
五

間
向
上
内
行
花
文
小
鏡
〈
稲
岡
高
等
曲
学
校
臓
〉

九口
l
九ニ

九
エ

l
h
問

九一干
l

九骨

九五
i
九八



第第

二

闘

第

三

国

第

四

国

第

五

闘

第

六

圃

第

七

圃

第

八

圃

第

九

闘

第

}
O圃

第
一
一
間

第
一
二
闘

第
二
ニ
闘

第
一
四
闘

第
一
五
園

第
二
ハ
闘 同

挿

自

次

国

須
玖
岡
本
牽
地
南
北
線
縦
断
固
富
岡
)

-.••• 

同

A
A

地
勤
南
北
縦
断
固
(
有
光
教
一
き

同

B
地
結
後
見
饗
棺
分
布
闘
〈
肥
後
和
塁
石
)
・
.

同

B

C
地
結
接
見
饗
棺
埋
葬
復
原
園
〈
肥
後
零
広
島
田

γ
・.• 

同

C
地
貼
略
国
(
肥
後
君
)
・

同

D
地
勤
大
石
略
測
園
〈
梅
原
品
石
)
及
議
棺
位
置
想
像
固
富
田
惇
宝
)

同

接
見
石
器
〈
京
都
島
市
園
大
鳳
支
撃
部
等
放
)

同

費
見
嬬
生
式
土
器
〈
中
山
博
士
〉

同

接
見
捕
生
式
土
器
口
綾
部
形
式
闘
富
岡
)

同

接
見
高
杯
圃
〈
岡
・
よ
)

， 

. 

. 

. 

. 

同

A
地
黙
接
見
婦
生
式
土
器
形
式
圏
平
川
貞
雄
君
)

饗
棺
合
口
手
法
区
別
闘
〈
島
岡
)

土
器
製
作
賞
景
〈
京
都
竹
内
製
陶
工
場
)
・

支

那

陶

車

園
(
-
7

ウ
フ
エ
ル
氏
著
書
所
載
)
・

印
度
陶
工
の
車
輪
形
陶
車
両
上
)
・
へ

須
玖
岡
本
第
一
競
饗
棺
接
見
銅
剣
闘
富
岡
〉

f粛

回

自

ヰ民

プ〈

斗邑頁にコ

一六
1
一七

一六
l

一七ノ1

ニ
四

l
ニ
五ド司ず、ミ-~ 

八

l
一一
九タh

三重

コ
ヨー
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第
一
七
闘

第
一
八
回

第
一
九
岡

第
二

O
闘

第
二
一
圃

第
二
二
国

第
二
三
岡

第
二
四
闘

第
二
五
回

第
二
六
闘

第
二
七
闘

第
二
八
園

持

日

宅え

占，、

間

同

第
一
琉
悲
相
平
面
、
側
面
断
面
闘
(
島
田
)

各
種
銅
鉾
銅
羽
岡
(
同
上
)

銅
御
柄
附
着
闘
(
波
間
博
士
)
・
・

山門
l
例

須

玖

岡

本

υ
地
貼
接
見
銅
剣
銅
鉾
(
柴
田
常
宙
宝
石
)

mw
向
上
(
東
京
帝
室
博
物
館
蔵
)

例
須
玖

坂
本
接
見
狭
鋒
銅
鉾
(
久
我
辰
出
資
君
蔵
)

山
門
須
玖
岡
本
熊
野
榊
枇
戒
庚
鋒
銅
鉾
銘
箔
富
山
博
士
)

司

同

吉

村

百

太

郎

氏

宅

地

費

見

銅
鉾
銘
箔
残
快
(
高
橋
博
士
〉

mw
同
吉
村
良
吉
氏
宅
地
接
見
銘
箔
薦
候
(
京
都
帝
岡
大
事
究
開
雲
仙
祖
母

同
同
熊
野
紳
枇
後
方
接
見
鎗
箔
残
快
向
上
)

mw
同
辻
接
見
庚
鋒
銅
鉾
(
島
田
寅
次
郎
君
〉

川

須

玖

岡

本

υ
地
馳
接
見
攻
璃
壁
蔑
快
(
後
藤
守
一
君
)

間
支
那
出
土
攻
璃
壁
(
京
都
帝
岡
大
墜
文

撃
部
澱
〉

間

須

玖

岡

本

υ
地
結
後
見
破
璃
勾
玉
富
山
博
士
悪

向

久

留

米

櫛

原

稜

見

碧

玉

管

玉
(
京
都
帝
凶
大
串
文
事
部
減
)
・

川
筑
前
三
雲
後
見
着
柄
銅
剣
(
島
田
寅
次
郎
君
)

間
肥
前
柏
崎
費
見
着
柄
銅
剣
向
上
)

(3) 

朝

鮮
黄
海
道
黒
橋
一
白
費
見
銅
剣
及
泉
貨
(
藤
田
、
梅
原
君
)
・
・

「
鉾
之
記
」
所
載
瓶
之
岡
市
山
博
士
)
・
.• 

九
州
北
部
議
棺
及
関
係
遺
物
後
見
地
略
岡
富
田
)
・
.

護
棺
各
種
形
式
闘
(
鳥
田
〉
・
..• 

開
船
越
向
上
)
・
....•. 

刊
備
中
津
雲
貝
塚
接
見
髭
棺
及
人
骨
(
鯨
例
措
謹
諮
問
謡
)

饗

棺

mw
寺
一
珊
一
童
〈
京
都
帝
岡
大
事
交
曲
学
部
蔵
)

開

満

洲

老

錨

山

麓

牧

羊
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第
二
九
閏

第
三

O
悶

第
三
一
固

第
三
二
闘

第
三
三
園

第
三
四
閏

第
三
五
圃

第
三
六
闘

開
朝
鮮
羅
州
播
南
面
接
見
護
棺
(
谷
弁
務
一
君
)

mw
筑
前
栗
山
接
見
墾
棺
〈
島
問
寅
・
次
郎
君
)
及
貝
輪
〈
京
都
笠
岡
大
卒
女
閉
ま
凶
悪
向
封
馬
白
骨
遺
跡
(
後
藤

城
祉
附
近
接
見
蜜
棺
宙
湾
室
長
)

き
及
同
所
設
見
狭
鋒
銅
鉾
〈
東
京
管
室
博
物
館
滋
)

mw
筑
後
荒
木
村
白
口
接
見
護
相
(
後
整
局
)

仰

肥

前

有

喜

貝
塚
箱
式
棺
〈
島
問
)

開
豊
後
田
原
村
沃
土
山
古
墳
石
棺
(
河
野
清
…
主
治
)

本

邦

各

地

接

見

後

期

饗

棺

漢
委
奴
国
王
印

須

玖

岡

本

D
地
姑
費
見
蓮
鳳
鏡
拓
影
〈
復
嬰
削
)

同

D
地

賠

費

見

鏡

片

復

原

点
S

照
支
那
古
鏡
鑑
(
其
一
)

川
支
那
山
東
省
梼
寧
州
出
土
重
閤
四
乳
葉
文
鏡
(
東
京
帝
室
博
物
館
戒
)

間
向
上
出
土
重
圏
精
白
鏡
(
守
屋
孝
厳
君
峨
)
仙
川
大
和
西
京
出

向

支

那

出

土

方

格

四

乳
葉
文
鏡
(
米
岡
ピ
ツ
ド
ウ
エル氏一
成
〉

土
内
行
花
文
精
白
鏡
(
線
変
普
助
君
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)

山
門
支
那
出
土
内
行
花
文
星
雲
鏡
(
故
小
川
白
楊
君
芸
者
間
)

山
門
支
那
河
南
省
出
土
内
行
花
文
星
雲
鏡
〈
端
山
県
ハ
グ
ヒ
イ

ル
伯
節
夫
人
蔵
〉

上

(
英
二
)

間的
朝
鮮
大
同
江
面
出
土
内
行
花
文
清
白
鏡
(
守
塁
手
厳
蔵
君
)

め
朝
鮮
慶
尚
北
道
永
川
出
土
内
行
花
文
日
光
鏡
(
朝
鮮
線
督
府
憾
物
館
議
)

mw
支

那

出

土

重

圏

内

前

日

光

鏡
(
桑
名
餓
城
君
裁
)

支

那

出

土

重

圏

日
光
鏡
(
桑
名
鍛
城
主
戚)

山
門
支
那
河
南
省
出
土
内
行
花
文
日
光
鏡
〈
二
ビ
イ

ル
伯
鈴
夫
人
滋
)

山
内
支
那
出
土
内
行
花
文
日
光
鏡
拓
影
〈
響
比
「
古
鋭
閥
的
縦
知
識
)

須

玖

岡

本

υ
地
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後
見
星
雲
鏡
闘
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八
木
君
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考
古
精
一
説
」
所
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〉
・
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附

録

青
柳
種
信
著

『
筑
前
園
恰
土
郡

雲
村
古
器
国
説
』



背

朝日

種

信

偲

種
信
初
の
名
は
種
凧
園
、
後
ち
種
信
と
吹
む
。
混
縛
は
跨
次
、
柳
園
と
競
ナ
。
明
和
三
年
二
月
二
十
日
、
頼
関
の
地
行

κ生
る
、
幼
に

し
て
井
上
周
徳
に
従
ひ
、
業
家
の
撃
僕
と
然
り
、
給
事
の
暇
、
朝
諦
宙
科
講
、
未
だ
嘗
て
嗣
問
ら
ず
、
若
冠
に
し
て
家
を
嗣
ぎ
、
屡
々
江

戸
に
砥
役
ナ
、
夙
に
皇
靭
の
撃
に
志
し
、
早
〈
樹
立
ナ
る
所
あ
り
、
最
も
奥
放
に
精
し
〈
、
考
詮
に
長
ぜ
り
、
紙
役
の
途
夫
、
伊
勢

の
松
阪
に
過
ぎ
、
本
居
宣
長
に
見
え
て
、
弟
子
の
躍
を
執
り
、
爾
後
往
々
心
を
斯
撃
に
事
に
し
、
疑
義
あ
る
に
舎
へ
ば
、
書
を
飛
ば

し
て
之
を
質
ナ
ζ

と
毎
月
数
回
絡
ゆ
る
ζ

と
あ
ら
ず
、
英
の
江
戸
に
在
る
干
、
野
悶
諸
成
、
加
藤
千
蔭
村
田
春
海
等
を
歴
訪
し
で
盆

を
受
け
、
患
識
愈
々
進
め
り
。
種
信
身
賎
家
に
生
れ
、
以
て
自
ら
進
む
無
し
、
而
も
英
名
早
〈
大
家
の
聞
に
間
ゅ
、
一
年
幕
府
の
監

察
使
某
筑
前
に
抵
る
、
遠
賀
の
郡
宰
命
を
受
け
て
、
之
を
黒
崎
擦
に
迎
勢
せ
り
、
時
に
種
信
は
郡
宰
に
従
ひ
て
、
途
上
警
衡
の
列
に

在

p
、
監
察
某
亦
皇
靭
の
撃
に
志
あ
る
者
、
郡
宰
に
閃
て
臼
〈
、
間
〈
貴
藩
に
青
柳
柳
園
あ
り
と
、
今
ま
何
の
職
に
在
る
苧
、
郡
申
中

汗
韓
円
以
て
答
ふ
る
無
し
、
唯
だ
い
ふ
其
家
士
籍
に
列
ナ
と
、
事
藩
主
に
問
え
後
ち
血
争
げ
ら
れ
て
士
斑
と
な
れ
り
。
文
化
九
年
弁
能
忠

敬
の
募
命
を
受
け
で
、
筑
前
を
測
量
す
る
宇
、
之
が
従
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
英
嘱
を
受
け
て
、
「
宗
像
宮
略
記
」
「
後
渓
金
印
考
」
を
作

れ

p
、
木
居
宣
長
の
種
信
に
奥
ふ
る
書
中
に
日
〈
『
貴
君
御
事
責
藩
を
長
の
御
暇
御
願
被
成
、
外
へ
仕
官
被
成
候
事
は
成
P
不
申
候

ゃ
、
此
節
或
大
名
家
に
皇
靭
事
者
を
被
召
抱
皮
由
に
て
吟
味
有
之
候
に
付
、
心
付
候
放
御
尋
申
候
』
と
、
種
信
の
不
通
と
叉
其
の
大

家
の
鴛
に
推
重
せ
ら
れ
た
る
の
紋
と
、
雨
な
が
ら
想
見
ナ
可
し
、
此
人
精
カ
人
に
超
ゅ
、
曾
て
霞
闘
の
邸
に
在
り
し
時
、
野
間
諸
成

等
に
古
書
を
借
り
、
謄
潟
ナ
る
ζ

と
百
絵
巻
、
海
路
之
を
郷
里
に
輸
り
し
に
、
路
に
し
て
舵
覆
り
一
傘
を
存
せ
ず
、
種
信
再
た
び
諸

家
に
借
り
、
復
た
前
の
品
世
情
を
潟
し
了
り
し
主
去
、
其
著
す
所
に
「
筑
前
嫌
風
土
記
拾
遺
」
「
淳
和
弊
事
院
澄
筋
」
「
烈
女
阿
古
両
佐
停
」

寸
防
人
日
記
」
「
官
家
考
」
「
香
椎
廟
宮
記
」
「
=
一
器
略
説
」
「
宗
像
宮
前
暗
記
」
「
後
漢
金
印
考
」
「
屠
鬼
考
」
等
あ
り
、
美
子
種
正
、
長

野
氏
を
稽
ナ
、
亦
家
撃
を
傍
ふ
。
天
保
六
年
十
二
月
六
日
を
以
て
夜
ナ
、
年
七
十
、
大
正
五
年
十
一
月
、
従
四
位
を
這
瞬
間
せ
ら
る
・

墓
所
は
改
葬
し
て
今
ま
踊
岡
市
廉
原
領
来
寺
に
在
り
。
〔
以
上
主
と
し
て
霜
木
誠
者
『
筑
前
志
』
に
擦
る
〕



REPORTS UPON ARCHAEOLOGICAL RESEARCH 

Vol. 1. Ornamented Tombs in Higo. ... By K. Hamada & S. Umehara. 

47 Plates (1917) Out of Prillt 

Vol. 11. Excavation of Neolithic Sites at Ko and Kishi， &c. 
By K. Hamada， S. Umehara， S. Shimada & B. Suzllki. 

31 Plates (1918) Out 01 Print 

Vol. II1. Ornamented Tombs in Kiushu. 
By K. Hamada， S. Shimada & S. U mehara. 

Corpus of the Yayoi-type Pottery. 
35 Plates (1918) Out of Print 

Vol. IV. Second Excavation at Ko， &c. ... By K. Hamada & K. Hasebe. 
24 Plates (1920) Out of Print 

Vol. V. Excavation of the Shell-mounds at Tsul王umo and at 
Todoroki. 

By K. Kiyono， M. Sakakibara， S. Shimada & K. Hamada. 
53 Plates (1920) 01lt of Print 

Vol. V1. Excavation of the Shell-mouncf at Idzumi... 
...By K. Hasebe， S. Shimada & K. Hamada. 

A Prehistoric Site at Ibusaki. ... ... ... ... By K. Hamada. 
39 Plat田 (1921) 01lt of Print 

Vol. VII. Christian Relics found at M. Higashi's House near Taka-
tSllki. ... ... . .. . .， ... ... ... ... By 1. Shimmura. 

Tomb-stones of the Christians in the 17th Century found 
near Kyoto... ... ... ... By K. Hamada & S. Shimmura. 

Two Horse-saddles with Pictures of Portugese Merchants， 
&c. ... ..， ... ... ... By K. Hamada & S. Umehara. 

Corpus of the Bronze Implements found in ]apan. 
1 Coloured & 39 Collotype Plates (1923) 6 Yen 

Vol. VIII. Ancient Sepulchre at Midzuo， Omi. By K. Hamada & S. Umehara. 

Corpus of Gold Ear-pendants， &c. found in ]apan. 
21 Plates (1923) Outゲ Prillt

Vol. IX. Rock-cut Buddhist Images in the Province of Bungo. 
By K. Hamada. 

77 Plates (1925) Out of Print 

Vol. X. Studies on the Remains of Ancient Bead-workers in 
Idzumo. . .. . .. By K. Hamada， S. Shimada & S. U mehara. 

Corpus of the Polished Arrow-heads and Daggers found in ]apan. 
43 Plates (1927) 8 Yen 

Edited by the ARCHAEOLOGICAL INSTITUTE， KYOTO IMPERIAL UNIVERSITY. 
Publishers: The Toko・shoin，23 Kitakoga・cho，Kanda， T okyo. 



.." STUDIf' S ON下HE'

~REHISTORIC Sl~ ' ， ~ AT， OK~MOTP， SUKU 
JL肝 11NTHEt陀011NCEOFcmkUZFN h1k 

A ;SPECIAL STUDV F Tt:lE ANCIENT ，MIRRORS' ' 

r; f~O. THE I SITES ，円;J11

L'I/'.， ，JC ':計百;， ~ ~ i --r A' ; 1f * ._:，!'.. ~I J' 

l d!:It WEF1XJ人'1fj1I1.ペ'
Aomol・TANENoptj叫 LLUSTRATEbDESURtPT19N竺

OFTHE ANC1ENTOBJEmFOUND AT MlktjMO}&C. 




